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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第46期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第45期

会計期間

自　平成20年
　　９月１日
至　平成20年
　　11月30日

自　平成19年
　　９月１日
至　平成20年
　　８月31日

売上高 (千円) 1,721,8948,463,951

経常利益又は
経常損失（△）

(千円) △8,164 122,197

当期純利益又は
四半期純損失（△）

(千円) △40,978 131,237

純資産額 (千円) 1,286,5021,361,659

総資産額 (千円) 5,949,3586,251,866

１株当たり純資産額 (円) 116.04 120.76

１株当たり当期純利益
又は１株当たり四半期
純損失（△）

(円) △3.67 11.56

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ―

自己資本比率 (％) 21.6 21.8

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △150,731 272,756

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 41,380 25,380

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △298,369△374,824

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 1,086,3111,499,735

従業員数 (名) 476 488

(注)　１　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、第45期は希薄化効果を有している潜在株式が存在しな　　

　　いため、第46期第１四半期連結累計(会計)期間は四半期純損失であり、また、潜在株式が存在していない

　　ため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成20年11月30日現在

従業員数(名)
476
（89）

(注)１ 従業員数は就業人員であります。

２ 従業員数の欄の（外書）は、臨時従業員であります。

３ 臨時従業員にはパートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いています。

　

　

(2) 提出会社の状況

平成20年11月30日現在

従業員数(名)
348
（87）

(注)１ 従業員数は就業人員であります。

２ 従業員数の欄の（外書）は、臨時従業員であります。

３ 臨時従業員にはパートタイマー及びアルバイトを含み、派遣社員を除いています。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 商品仕入実績

当第１四半期連結会計期間における商品仕入実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 仕入高(千円)

宝飾品 989,357

眼鏡・眼鏡用品 15,545

時計等 3,636

合計 1,008,539

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
　
　

　
(2) 販売実績

(イ)当第１四半期連結会計期間における販売実績を品目別に示すと、次のとおりであります。
　

品目 販売高(千円)

宝飾品 1,666,403

眼鏡・眼鏡用品 47,533

時計等 7,957

合計 1,721,894

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
　
(ロ)当第１四半期連結会計期間における販売実績を店舗形態別に示すと、次のとおりであります。

　

店舗形態 販売高(千円)

宝飾品業態 1,552,225

眼鏡・眼鏡用品業態 35,531

宝飾・眼鏡・時計複合業態 85,598

海外宝飾品業態（維?國際有限公司） 46,891

小売計 1,720,246

宝飾品卸売業 1,647

合計 1,721,894

　

　

EDINET提出書類

株式会社サダマツ(E03392)

四半期報告書

 4/23



２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態及び経営成績の分析】

(1) 経営成績の分析

　当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、米国金融市場の混乱に代表される世界経済の危機が

本格化し、多くの業界で設備投資の抑制などにつながったことなどから急激に悪化することとなりまし

た。「100年に一度の不況」とまで言われる状況の中、大手メーカーの派遣社員の雇用見直しや大型商業

施設の業績不振などがメディア等で大きく取り上げられ、個人消費においても、景気悪化への警戒感や物

価上昇への不安感などの背景から断続的に低調な推移となりました。 

　このような状況の中、当社グループの内、主要事業部門である㈱サダマツは前期に引き続き地方中小商

圏からの撤退と都市広域型商圏への出店という、ビジネスモデルの変革を目的とした店舗のスクラッ

プ＆ビルドを推進いたしました。スクラップ＆ビルドの具体策としましては、当第１四半期連結会計期間

に業績不振の４店舗閉鎖と常設店舗５店舗の出店及び臨時出店の２店舗がこれにあたります。また、既存

店舗においても売り場面積の拡大や業態の変更などを伴う改装を4店舗に対して行いました。このよう

に、設備投資の縮小傾向にある経済状況において、市場の動向に合わせた積極的かつ柔軟な店舗戦略を組

み、前年同期と同水準の売上高を維持することが出来ました。また、商品政策においては前期中に商品在

庫高及びその内容を適正化し機動性を確保していたため、反落した地金相場の変動性とベトナムの子会

社の生産機能を最大限に活かした価格訴求力のあるプラチナ製品の迅速な強化を実現することが出来ま

した。この商品施策は店舗における販売施策と協調することで奏功し、低迷する消費マインドの喚起につ

なげ、売上の構築に大きく貢献いたしました。この一連の対応は、当社グループの製造小売事業（SPA）モ

デルが進化し企業の強みとして顕著なものとなったと考えられます。 

　連結業績においては、子会社㈱SPAパートナーズにおける売上高がその事業規模縮小により前年同期と

比較して大幅に縮小したものの、その他事業部門の売上拡大により補填されました。また、当社グループ

全般の販売費及び一般管理費は各種の企業インフラの運用が安定化し、大幅に低減されております。その

他、子会社の事業において営業面で大きな影響を与えるものはなく、連結業績および㈱サダマツ個別の業

績において、営業損益は前年同期の損失から利益に転じる大きな改善をいたしました。かねてより12月商

戦に象徴されるようにギフト需要が極めて高い業界の特性から、当社グループの第２四半期連結会計期

間にあたる12月から２月に売上が増大する傾向にあり、その反面、当社グループの第１四半期連結会計期

間にあたる９月から11月の業績の確保が難しい状況でありました。特に当第１四半期連結会計期間にお

いては世界的に急激な消費マインドの低下と言う状況でありました。しかしながら当第１四半期連結会

計期間の営業損益においては2002年の株式上場以来はじめての黒字化を実現することとなりました。こ

のことは、ここ数年における当社グループのビジネスモデルの変革に伴う大きな成果の一つとして挙げ

られます。一方、世界的に著しい為替相場の変動の影響を受け、営業外の連結業績として為替差損26百万

円が発生したため、経常損益においてマイナスの影響を及ぼしました。また、投資有価証券評価損４百万

円等による特別損失８百万円、法人税、住民税及び事業税12百万円、法人税等調整額12百万円等を計上し

たことにより、四半期純損失40百万円となりました。 

　以上の結果、当第１四半期連結会計期間における当社グループの業績は、売上高1,721百万円（前年同期

比7.3％減）、営業利益31百万円（前年同四半期営業損失84百万円）、経常損失８百万円（前年同四半期

経常損失98百万円）、四半期純損失40百万円（前年同四半期純損失123百万円）となりました。 
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における総資産額は5,949百万円となり、前連結会計年度末に比べ302百

万円減少いたしました。その要因は、年末商戦向けの商品仕入等によりたな卸資産が342百万円増加した

ものの、社債の償還等により現金及び預金が413百万円減少したことおよび売掛金等が169百万円減少し

たことによるものであります。 

　負債合計額は、4,662百万円となり、前連結会計年度末に比べ227百万円減少いたしました。その要因は、

短期借入金が440百万円増加したものの、償還により社債が660百万円減少したことによるものでありま

す。 

　純資産合計額は、1,286百万円となり前連結会計年度末より75百万円減少となりました。 

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）の残高は、前連結

会計年度末に比べ413百万円減少し、1,086百万円となりました。 

（営業活動によるキャッシュフロー） 

　営業活動の結果支出した資金は、150百万円となりました。その要因は主に、受取手形及び売掛金の減少

による収入161百万円があったものの、たな卸資産の増加による支出355百万円、法人税等の支払45百万円

があったことによるものであります。 

（投資活動によるキャッシュフロー） 

　投資活動の結果得られた資金は41百万円となりました。その要因は主に、差入保証金の回収による収入

60百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュフロー） 

　財務活動の結果支出した資金は、298百万円となりました。その要因は主に、短期借入金の純増加440百万

円があったものの、社債の償還による支出660百万円があったことによるものであります。 

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間について、当連結会社の事実上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及

び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 30,120,000

計 30,120,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成20年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 11,387,00011,387,000
ジャスダック証券　

取引所
―

計 11,387,00011,387,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

      該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成20年９月１日～
平成20年11月30日

― 11,387,000 ― 743,392 ― 550,701

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することがで

きませんので、直前の基準日である平成20年８月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成20年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等) 111,000 ― ―

完全議決権株式(その他) 11,269,000 11,269
完全議決権株式であり、権利内容に
何ら限定のない当社における標準的
な株式

単元未満株式 7,000 ― 同上

発行済株式総数 11,387,000― ―

総株主の議決権 ― 11,269 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成20年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社サダマツ

長崎県大村市本町
458番地９

111,000 ― 111,000 0.97

計 ― 111,000 ― 111,000 0.97

(注)　当第１四半期会計期間末日現在の自己名義所有株式数は301,119株、その発行済株式総数に対する所有割合は

2.64％であります。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成20年
　９月 　10月 　11月

最高(円) 111 100 71

最低(円) 60 47 58

(注)　株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結累計期間(平成20年９月１

日から平成20年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表について、ビーエー東京監査法人により四半期レ

ビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 ※
 1,086,311

※
 1,499,735

受取手形及び売掛金 526,953 696,024

商品及び製品 2,486,787 2,309,427

原材料 388,307 230,488

繰延税金資産 10,602 26,661

その他 105,052 79,161

貸倒引当金 △755 △928

流動資産合計 4,603,259 4,840,569

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 162,505 180,642

減価償却累計額 △86,583 △94,834

減損損失累計額 △19,263 △19,263

建物及び構築物（純額） 56,658 66,544

機械装置及び運搬具 70,384 69,266

減価償却累計額 △25,174 △23,569

機械装置及び運搬具（純額） 45,210 45,697

工具、器具及び備品 86,278 75,938

減価償却累計額 △51,439 △48,767

減損損失累計額 △1,168 △1,217

工具、器具及び備品（純額） 33,670 25,953

土地 140,963 140,963

有形固定資産合計 276,502 279,158

無形固定資産 17,285 16,966

投資その他の資産

投資有価証券 96,979 97,518

繰延税金資産 182,409 180,151

差入保証金 618,976 678,383

役員に対する長期貸付金 4,113 4,354

その他 151,799 152,003

貸倒引当金 △4,267 －

投資その他の資産合計 1,050,010 1,112,411

固定資産合計 1,343,798 1,408,535

繰延資産 2,300 2,760

資産合計 5,949,358 6,251,866

EDINET提出書類

株式会社サダマツ(E03392)

四半期報告書

12/23



(単位：千円)

当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年８月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 673,462 554,648

短期借入金 2,640,679 2,200,679

1年内償還予定の社債 40,000 700,000

未払金及び未払費用 406,627 396,655

未払法人税等 16,281 48,607

賞与引当金 13,000 44,148

ポイント引当金 5,518 6,221

その他 141,639 154,180

流動負債合計 3,937,209 4,105,142

固定負債

社債 150,000 150,000

長期借入金 450,896 503,566

退職給付引当金 92,589 92,573

長期リース資産減損勘定 28,892 34,583

その他 3,267 4,339

固定負債合計 725,646 785,063

負債合計 4,662,856 4,890,206

純資産の部

株主資本

資本金 743,392 743,392

資本剰余金 550,701 550,701

利益剰余金 35,586 99,117

自己株式 △28,199 △14,148

株主資本合計 1,301,480 1,379,061

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 － △2,478

為替換算調整勘定 △15,087 △14,923

評価・換算差額等合計 △15,087 △17,401

少数株主持分 109 －

純資産合計 1,286,502 1,361,659

負債純資産合計 5,949,358 6,251,866
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成20年11月30日)

売上高 1,721,894

売上原価 668,667

売上総利益 1,053,226

販売費及び一般管理費 ※1
 1,021,885

営業利益 31,341

営業外収益

受取利息 1,669

受取家賃 285

協賛金収入 387

その他 254

営業外収益合計 2,596

営業外費用

支払利息 14,335

社債利息 247

社債発行費償却 460

社債保証料 487

為替差損 26,422

その他 148

営業外費用合計 42,101

経常損失（△） △8,164

特別利益

ポイント引当金戻入 702

貸倒引当金戻入額 173

特別利益 875

特別損失

店舗閉鎖損失 ※2
 1,937

固定資産除却損 1,844

投資有価証券評価損 4,698

その他 27

特別損失合計 8,507

税金等調整前四半期純損失（△） △15,795

法人税、住民税及び事業税 12,952

法人税等調整額 12,120

法人税等合計 25,073

少数株主利益 109

四半期純損失（△） △40,978
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成20年９月１日
　至 平成20年11月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △15,795

減価償却費 16,274

退職給付引当金の増減額（△は減少） 15

賞与引当金の増減額（△は減少） △31,148

ポイント引当金の増減額（△は減少） △702

貸倒引当金の増減額（△は減少） 64

投資有価証券評価損益（△は益） 4,698

その他の特別損益（△は益） 3,781

為替差損益（△は益） 12,900

受取利息及び受取配当金 △1,669

支払利息 14,582

繰延資産償却額 460

売上債権の増減額（△は増加） 161,527

たな卸資産の増減額（△は増加） △355,669

仕入債務の増減額（△は減少） 137,170

その他の流動資産の増減額（△は増加） △20,171

その他の流動負債の増減額（△は減少） △18,979

小計 △92,660

利息及び配当金の受取額 1,669

利息の支払額 △14,582

法人税等の支払額 △45,157

営業活動によるキャッシュ・フロー △150,731

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △15,517

差入保証金の差入による支出 △1,665

差入保証金の回収による収入 60,942

その他の支出 △1,222

その他の収入 251

無形固定資産の取得による支出 △1,407

投資活動によるキャッシュ・フロー 41,380

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 440,000

長期借入金の返済による支出 △52,669

社債の償還による支出 △660,000

自己株式の取得による支出 △14,050

配当金の支払額 △11,648

財務活動によるキャッシュ・フロー △298,369

現金及び現金同等物に係る換算差額 △5,704

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △413,424

現金及び現金同等物の期首残高 1,499,735

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 1,086,311
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【継続企業の前提に重要な疑義を抱かせる事象又は状況】

当第１四半期連結会計期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

　　　該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

重要な会計基準に関する

事項の変更

(1)重要な資産の評価基準及び評価方法の変更

たな卸資産

　当第１四半期連結会計期間から「棚卸資産の

評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号

　平成18年７月５日）を適用し、評価基準につい

ては、原価法から原価法（収益性の低下に基づ

く簿価切下げの方法）に変更しております。な

お、これにより売上総利益及び営業利益がそれ

ぞれ4,869千円減少し、経常損失及び税金等調整

前四半期純損失はそれぞれ4,869千円増加して

おります。

(2)リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引につ

いては、従来、賃貸借取引に係る方法に準じた会

計処理によっておりましたが、「リース取引に

関する会計基準」（企業会計基準第13号（平成

５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平

成19年３月30日改正））及び「リース取引に関

する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用

指針第16号（平成６年１月18日（日本公認会計

士協会　会計制度委員会）、平成19年３月30日改

正））が平成20年４月１日以後開始する連結会

計年度に係る四半期連結財務諸表から適用する

ことができるようになったことに伴い、当第１

四半期連結会計期間からこれらの会計基準等を

適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっ

ております。また、所有権移転外ファイナンス・

リース取引に係るリース資産の減価償却の方法

については、リース期間を耐用年数とし、残存価

額を零とする定額法を採用しております。 

　この変更に伴う営業利益、経常損失及び税金等

調整前四半期純損失への影響はありません。 

　なお、リース取引開始日が適用初年度前の所有

権移転外ファイナンス・リース取引について

は、通常の貸借対照表に係る方法に準じた会計

処理を引続き採用しております。 

(3)連結財務諸表作成における在外子会社の会

計処理に関する当面の取扱いの適用

　当第１四半期連結会計期間より「連結財務諸

表作成における在外子会社の会計処理に関する

当面の取扱い」（企業会計基準委員会　平成18

年５月17日　実務対応報告第18号）を適用して

おります。 

　この変更に伴う営業利益、経常損失及び税金等

調整前四半期純損失への影響はありません。 

　

【簡便な会計処理】

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)
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固定資産の減価償却費の

評価方法

　定率法を採用している資産については、連結会

計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算

定する方法によっております。

　

　

【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

税金費用の計算 　税金費用については、当第１四半期連結累計期

間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対

する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率

を乗じて計算する方法を採用しております。
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【注記事項】　

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

※　当座貸越契約

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため
取引銀行８行と当座貸越契約を締結しております。 
　当第１四半期連結会計期間末における当座貸越契約
に係る借入金未実行残高等は次のとおりです。
 

当座貸越極度額の総額 2,300,000千円

借入実行残高 2,280,000千円

差引額 20,000千円

※　当座貸越契約

　当社においては、運転資金の効率的な調達を行うため
取引銀行８行と当座貸越契約を締結しております。 
　当連結会計年度末における当座貸越契約に係る借入
金未実行残高等は次のとおりです。 
 

当座貸越極度額の総額 2,050,000千円

借入実行残高 1,990,000千円

差引額 60,000千円

　

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
  至　平成20年11月30日)

※1 販売費及び一般管理費のうち主要な科目及び金額　

は次のとおりであります。

給与・賞与 354,470千円

賞与引当金繰入額 13,000千円

退職給付費用 4,257千円

地代家賃 276,781千円

広告宣伝費 62,082千円

賃借料 55,812千円

法定福利費 47,905千円

販売促進費 30,253千円

販売手数料 23,546千円

減価償却費 14,531千円

※2 店舗閉鎖損失の内訳は次のとおりであります。

固定資産除却損 1,758千円

原状回復費 179千円

 

　

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
  至　平成20年11月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 1,086,311千円

現金及び現金同等物 1,086,311千円
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(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計(累計)期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 11,387,000

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 301,119

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成20年11月26日
定時株主総会

普通株式 22,551 2円00銭平成20年８月31日 平成20年11月27日 利益剰余金

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　　該当事項はありません。

　

４　株主資本の著しい変動に関する事項

　　　株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(リース取引関係)

所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引に係る方法に準じて処理を行って

おりますが、当四半期連結会計期間末におけるリース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動

が認められないため、記載しておりません。

　

　

(有価証券関係)　

投資有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度末の末日と比較して著

しい変動がありません。

　

　

(デリバティブ取引関係)　

当社グループはデリバティブ取引を行っていないため、該当事項はありません。

　

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

　

(企業結合等関係)　

該当事項はありません。

　

　

(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

宝飾品等の小売事業の売上高及び営業利益の金額は、全セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計

額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。

　

【所在地別セグメント情報】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

本邦売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報

の記載を省略しております。

　

【海外売上高】

当第１四半期連結累計期間(自　平成20年９月１日　至　平成20年11月30日)

海外売上高は、連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

116.04円 120.76円

　

(注)　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成20年11月30日)

前連結会計年度末
(平成20年８月31日)

純資産の部の合計金額(千円) 1,286,502 1,361,659

普通株式に係る純資産額(千円) 1,286,393 1,361,659

差額の内訳(千円)

　少数株主持分 109 ―

普通株式の発行済株式総数(株) 11,387,000 11,387,000

普通株式の自己株式数(株)　 301,119 111,115

１株当たり純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

11,085,881 11,275,885

　

２　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益

　
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
 至　平成20年11月30日)

１株当たり四半期純損失 3.67円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、１株当たり四半期純損失であるため、また、潜在株式
が存在しないため記載しておりません。

　

(注)　１株当たり四半期純損失及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益の算定上の基礎

項目
当第１四半期連結累計期間
(自　平成20年９月１日 
 至　平成20年11月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純損失(千円) 40,978

普通株式に係る四半期純損失(千円) 40,978

普通株主に帰属しない金額(千円) ―

普通株式の期中平均株式数(株) 11,166,917

　

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年１月14日

株式会社サダマツ

取締役会　御中

　

ビーエー東京監査法人

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　原　伸之

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　車田　英樹

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社サダマツの平成20年９月１日から平成20年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間(平

成20年９月１日から平成20年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四

半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半

期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

　

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サダマツ及び連結子会社の平成20年

11月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・

フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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